
例年より１ヶ月先延ばしになった就職
試験でしたが、企業からの採用内定や進
学先の合格通知を頂き、卒業後の進路を
決定した生徒も出ています。すでにお知
らせしましたように３年生の志望進路状
況は例年とは異なり、本校で初めて進学
志望者数が就職志望者数を上回っていま
す。
左に９月３０日時点の３学年進路志望
状況、下に求人状況を掲載しましたが、
コロナウィルス感染拡大による影響は大
きく、求人中止や削減の連絡も入ってい
ます。働き方が大きく変化している中で
「仕事」の探求と選択には、「自己を知
る」ことが一層求められそうです。１・
２年生の皆さんも参考にして今後の進路
について考えてみましょう。
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八戸公共職業安定所がこの春就職した高校生と企業に実施したアンケート調査結果から、生徒
自身だけでなく、学校や家庭でも取り組みが求められる内容（声）を紹介したいと思います。
在校生には先輩方からの貴重なアドバイスとして心に留めておいて欲しいものです。また、学

校としても貴重なご教示として今後の教育活動を通して生徒への指導に活かしていくつもりです。
どうぞご家庭におかれましても、話題にしてくださることをお願いいたします。

社会が求める人材とは・・・

企業から学校・保護者に対して（一部抜粋）

・資格なしでもOKとは書いてあるが、資格がなければ話になりません。資格取得の意欲がなく

困っています。

・欠席は少ないが、話を聞くと早退が多い子がいる。

・社会に出てから困らない程度の読み書きや計算は身につけさせてほしいと思います。

・部活動（運動部）を通じて、心身（忍耐力）およびコミュニケーション能力を磨いて欲しい。

・基礎知識は大事だと思いますが、それ以上に「素直さ」「人の話をちゃんと聞ける事」が重要

だと思います。

・高卒の保護者が子どもに対して甘すぎると感じています。会社で本人に申請書などを渡しても

親が書いたものを平気で持ってきます。分からなくても自分が書かなければ、社会人としての

自覚が芽生えません。

・新卒者は必ず「やめたくなる時」が遅かれ、早かれあります。ただ、その時大きく関わるのは

両親（特に母親）で、「自分が好きなように」と言わずもう少し頑張ってみろ、とか、辛抱し

なさいとか、踏み留まる事を教えて欲しい。

・社会人としての自覚、マナーなどを促して欲しい。

・挨拶や清掃等、社会人としての心得等を教育して欲しい。

・提出物の期限が守れない生徒様が例年いらっしゃいますので、入社前書類や免許取得等重要な

ものの期限には気をつけて見てあげていただきたいです。

・日々の健康、体調管理を怠り、簡単に休む傾向が見られる。働く意味を十分に理解して欲しい。

・SNSの利用が普及した事によって会社の情報が外部にもれる可能性があるが、その危険性を理

解できていない人が多い。そのような教育も必要だと感じている。

先輩から後輩へ（一部抜粋）

・礼儀はもちろん大事です。そのほかに、笑顔など他人からの印象が良い方が社会人として上手

くやっていけると思います。

・本当に大変で頑張らなければいけないのは入社試験ではなく、入社してからだから、辛いこと

があってもくじけないで頑張りましょう。

・学生の頃は学校嫌でしたが、社会人になると学生に戻りたくなりますね。

・高校では人一倍頑張った方であるが、職場ではもっともっとすごい人達ばかりである。

・単純に知識量が足りないと実感する。とにかく資格は持った方がいい！（何でも）

・絶対に安易な理由で職場を決めないで下さい。本当に後悔しますよ。

・最初はわからないことだらけで覚えることに必死でしたが、自分ができるようになってくると

嬉しくなり、やりがいも感じられました。

・体力、忍耐力が必要です。

・自分が今できることは何かや言われたことをメモって２回言われないようにするよう頑張って

下さい。


